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中国絵画の内と外
著宮崎法子（実践女子大学教授）
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中
略
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女
性
と
社
会
と
い
う
視
点
か
ら
、
伝
統
社
会
に
お
け
る
絵
画
を
考
え
直
し
、

中
国
の
文
人
山
水
画
が
、 単
な
る
絵
画
の
一
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
て
、 中
国
伝
統
文
化
の
本
質
を
表

象
し
、
そ
の
社
会
と
深
く
関
わ
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
確
信
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

　
　
　
　
　
　（「
結
び
」
よ
り
抜
粋
）

本
書
は
、
斯
界
の
第
一
人
者
で
あ
る
著
者
の
中
国
絵
画
史
研
究
の
集
大
成
と
い
う
べ
き
、
二
部
構
成
の
論
文
集
で
あ
る
。

第
一
部
で
は
中
国
絵
画
と
そ
れ
を
と
り
ま
く
世
界
と
の
関
係
を
、
主
題
と
社
会
の
相
関
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
日
本
と
の
比

較
、
近
代
に
お
け
る
研
究
史
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
な
ど
、
多
彩
な
観
点
か
ら
読
み
解
き
、
第
二
部
は
、
宋
代
か
ら
清

代
ま
で
の
、
道
釈
図
や
山
水
画
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
作
例
に
つ
い
て
、
絵
画
表
現
と
い
う
豊
か
な
情
報
を
、
関
連
文
献

資
料
を
援
用
し
な
が
ら
詳
細
に
検
討
す
る
。
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東アジア美術の中心である中国の山水画の展開と歴史
を、奥行き表現を中心に作品史・言説史の両面から考
察。漢代から魏晋南北朝時代にかけて成立した山水表
現、それらが唐代から北宋にかけて確立した山水画に
どのように変化していくのかを明らかにする。

唐墓壁画、敦煌壁画、国内の絵画工芸意匠など幅広く
作品を取り上げ、豊富な文献史料とともに特にその主
題面に注目して唐宋山水画との関連性を捉え、唐宋変
革期における山水画の発展要因や画風変遷、描写内容
などについて解明する独創的な研究成果である。

中国社会を成立させる最も根源的な制度であった「文
物」の存在と機能の意味を問い、交流史を結節点に形
や意味が変容していく過程を総体的に捉え、中国絵画
の金字塔である北宋絵画史の成立について「文物」と
いう観点と北宋の社会的文脈から解釈する画期的論考。

唐宋山水画研究
竹浪 遠　著河野道房　著
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初
出
一
覧
／
あ
と
が
き

【
著
者
略
歴
】

実
践
女
子
大
学
教
授

東
京
大
学
文
学
部
美
術
史
学
科
卒
、
同
大
学
院
美
術
史
学
専
攻
博
士
課
程
中
退
。

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
手
（
そ
の
間
、
北
京
・
中
央
美
術
学
院
に
留
学
）、

三
重
大
学
人
文
学
部
助
教
授
（
そ
の
間
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
招
聘
研
究
員
）
を

経
て
、
現
職
。
主
要
著
書
に 『
世
界
美
術
大
全
集　

東
洋
編 
８  
明
』（
責
任
編

集
・
著
、 

小
学
館
、 

一
九
九
九
年
）、『
花
鳥
・
山
水
画
を
読
み
解
く
』（
角
川
学

芸
出
版
、 

二
〇
〇
三
年
、 

ち
く
ま
学
芸
文
庫
、 

二
〇
一
八 

年
）
な
ど
。

宮
崎
法
子
（
み
や
ざ
き
・
の
り
こ
）

―奥行き表現を中心に―

【第 7回 （平成 30 年度） 三島海雲学術賞受賞】


